
参考様式A5（自己評価等関係）

～ R７年　１２月　２０日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ R７年　１２月　１６日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
遊びや支援の中で、対象年齢別以外でも一緒に参加できそう

な様子であれば一緒にかかわることができるような取り組み

も行っております。年齢に関係なくかかわりを学び、コミュ

ニケーション力も高めています。

2

やりたい気持ちをあきらめず、取り組みたいときに行うこと

で達成感を感じ、そこからできることを増やし、自信につな

げていきます。

3
自分から進んで関りが持てるようにコミュニケーション力を

高め、一緒に活動ができる環境つくりを行っております。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
支援の場において一人一人が約束事を身に付け、落ち着いて

過ごす環境つくりを増やすことだと感じています。

2

もっと上をやりたいという気持ちもありますので、個別から

少人数での取り組みも行えるように考えて取り組めるように

と感じています。

3
各園と事業所で行事等の活動が重なった時には時間変更など

の申し出も必要になってくると感じております。

○事業所名 放課後等デイサービス　インハーシューズ2nd

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数

R７年　１１月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間
R７年　１２月　２日

R８年　1月　11日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後等デイサービスの利用者様の前にお迎えに行くことがで

きるように各園との話し合いを進めさせていただいておりま

す。

個々に合わせた課題や療育の中で提案させていただき事によ

り、無理なく行っていただけるように取り組ませていただいて

います。

仕切りを行うことで、落ち着いて過ごしてもらえるように職員

間で話し合いを進めて日々過ごしていただいております。

児童発達の利用者様だけでの利用ではないので大きい利用者様

の活動と同じようにやりたくなってしまうところです。

スペースが広いことで落ち着きが持てないこともあるところで

す。

サービス提供時間が放課後等デイサービスの利用者様と一緒に

なってしまう場合です。

スペースを有効に利用し、仕切りなど行い対象年齢別での取り

組みも行っています。

取り組むことに自信が持てないときには、そばについて行うこ

とで取り組めたことをまず褒めていき、自信につなげていてい

ます。次に進めた時にはどこがよいのかを認めていきながら伸

ばすことを行っています。

広い空間の中で使用目的に合わせた活動が行える。

思いを聞きながら褒めて伸ばしていく支援を行っている。

年齢差はあっても”自分もやってみよう””やってみたい！”とい

う気持ちが持てる支援を行い、学べる機会を少しでも多く持っ

ていただけるように取り組ませていただいております。

やってみようと思える気持ちを育み、年上の利用者とのかかわ

りを持ち学べることを増やして身に付けていくことができる。

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


